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みんなで回覧しましょう

　１月のコロナ感染拡大により会場閉

館となりました。会場お申し込みの皆

様にはご不自由をおかけしています。

可能な限り研修会はオンライン併設で

開催しますので、是非オンライン研修

会もご利用ください。県下法人会を総

括する長野県法人会連合会作成の動

画も飯田法人会のホームページ（お役

立ちリンク→長野県法人会連合会）か

らいつでもご利用いただけます。

①決算説明会　②新設法人説明会

研修会オンライン併設のご案内

再生紙と大豆インキを使っています。
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法 人 会 報　令和	４	年	１	月	26	日 第	148	号　

　新しき令和 4 年を迎えるにあたり謹んで新年のご挨
拶を申し上げます。
　皆さまあけましておめでとうございます。新たに会長
に就任して以来あっという間に1年近くがたとうとして
います。振り返って見ますとコロナで始まりコロナで終
わった1年でありましたが、多くの皆さまのご協力の下
無事に新たな年を迎えることが出来ますことを、まず
もって厚く御礼申し上げます。コロナ禍で、やむなく事
業の縮小を強いられ事業の運営が、難しくなる中、会
員各位始め役員等執行部の皆さま、事務局の皆さま、
更には税務署を始めとする納税関係、各行政機関様、
提携保険会社様、税理士会様、飯田市様、飯田商工
会議所様、各地区商工会様、等々多くの関係諸団体
様のご協力を頂き、事業を推進して来れましたことに、
深く感謝致す所で御座います。
　このコロナ禍の時代に我々法人会を取り巻く社会情
勢や経済情勢等々非常に厳しい環境にあります。また
それらの情勢がこの変革の時代に伴い大きく変わろう
としている時、人と人の絆を忘れず、大事にし交流を
深め、思いやりの心で共に活動していければと思う次
第です。本年は、寅年に当たります。寅年の中でも36
年に一度の「五黄の寅」です。前向きでチャレンジ精
神が強くどんな事にも、どんな時でも強い信念を持っ
て挑んでいく年で「強い正義感と信念、行動力」を合
わせ持つ強い運勢を持つと考えられています。コロナ
により人々の健康、安全が脅かされている中、依然と
して皆さまご苦労なさって居ると思いますが、寅年の
精神に習って強い信念を持って乗り越えて行きましょ
う。
　法人会は良き経営者を目指す者の団体として会員の
積極的な自己啓発を支援し、納税意識の向上と企業
経営及び地域社会の健全な発展に貢献する団体とし
て、コロナ感染の拡大防止に努めながら税務署並び
に税理士会他関係団体との連携を図り公益事業を行
うと共に会員企業にとって魅力有る事業を提供し企業
の発展、税知識及び納税意識の向上を図って行きま
しょう。会員皆さまのご協力をお願いいたします。
　結びに本年1年私のモットーで有ります会員皆さま
との交流、懇親をより深め活動して参る事を念じ、会
員皆さまにとりまして幸多き年となりますよう、又各企
業並びに関係諸団体様のご発展並びに御隆盛を祈念
し、新年のご挨拶とさせていただきます。

　令和４年の年頭に当たり、謹んで新年のご挨拶を申
し上げます。
　一般社団法人飯田法人会の皆様におかれましては、
穏やかな新春をお迎えのことと、心からお慶び申し上
げます。
　旧年中は、児島会長をはじめ役員並びに会員の皆
様に、税務行政全般にわたり格別のご支援とご協力を
賜り、厚くお礼申し上げます。
　貴会におかれましては、新型コロナウイルス感染拡
大により例年とは異なるご苦労をされながらも、継続
して各種研修会の開催、会報誌「いいだ法人」による
情報提供、税に関する絵はがきの募集など、幅広い
事業活動を活発に展開されており、税知識の普及や、
会員企業と地域社会の健全な発展に多大な貢献をされ
ておられます。役員並びに会員の皆様のご努力と熱意
に対しまして、心から敬意を表する次第です。
　特に、昨年１0月に受付が開始されました、消費税イ
ンボイス制度に係る適格請求書発行事業者の登録申
請につきましては、説明会の開催など制度の周知・広
報に多大なるご協力を賜りました。会員の皆様におか
れましては、引き続き円滑な移行に向けた準備と早期
の申請をお願いいたします。
　また、本年１月１日には改正電子帳簿保存法が施行
され、帳簿書類を電子的に保存する際の手続等につ
いて抜本的な見直しがなされました。消費税インボイ
ス制度とともに、事業者の皆様に制度を十分にご理解
いただき適正に申告していただけるよう、周知・広報・
相談などに取り組んでまいりますので、引き続きご支援・
ご協力をお願いいたします。
　まもなく令和３年分の所得税等の確定申告の時期を
迎えます。新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観
点から、税務署の確定申告会場で申告相談をされる
場合には、昨年同様、当日配付又はＬＩＮＥを通じた
事前発行により時間枠が指定された「入場整理券」が
必要となります。また、ご自宅からのスマートフォン・
パソコンを利用したe-Tax（電子申告）を推進しておりま
すので、会員企業の役員・従業員の皆様には、是非マ
イナンバーカード方式による、e-Taxをご利用いただき
ますよう、お願いいたします。
　結びに、新しい年が一般社団法人飯田法人会にとっ
て更なる発展の年となりますよう、また、会員の皆様
のご健勝と関係企業の益々のご繁栄を心から祈念いた
しまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

一般社団法人 飯田法人会

会 長　児 島 博 司
飯田税務署長

諸 藤 則 昭
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　経済社会のデジタル化を踏まえ、経理の電子化による生産性の向上、記帳水準の向上
等に資するため、令和３年度の税制改正において、「電子計算機を使用して作成する国
税関係帳簿書類の保存方法等の特例に関する法律（以下「電子帳簿保存法」とい。）」の
改正等が行われ（令和４年１月１日施行）、帳簿書類を電子的に保存する際の手続等に
ついて、抜本的な見直しが行われた。
　電子帳簿保存法とは、「国税関係帳簿書類」の保存を紙でなく、電子データで行うこ
とを認めることです。　「国税関係帳簿書類」とは、仕訳帳、総勘定元帳、売上帳など
の「国税関係帳簿」及び貸借対照表・損益計算書等の決算書類、請求書、領収書、納品書などの「国税関係
書類」のことをいいます。
　電子帳簿法は、①納税者がはじめから電子計算機を使用して国税関係帳簿書類を作成した場合電子データ
で保存することを認める制度が、国税関係帳簿書類の電子保存です。②紙の領収書や請求書などの国税関係
書類を一定の要件のもと、スキャナして保存する制度です。ただし、決算関係書類は制度の対象外となって
います。③電子取引とは、注文書、契約書、領収書。見積書、請求書その他これらに準ずる書類に通常記載
される事項を電子データのやり取りにより行う取引の取引情報の電子保存を義務付けています。①・②につ
いてはデータ保存を紙で保存することも認められる。一方③については、これまで認められていた電子取引
の取引情報を紙に出力して保存することは原則として認められず、データでの保存が求められています。
中小企業にとって最も大きな改正は、電子取引があった場合に、これまでは紙に出力して取引情報を保存し
ていればよかったのに対し、電子情報での保存が必須となったことです。さらに「改ざん防止」と「日付・
取引先・金額による検索機能を付ける」措置も求められる。
　電子保存については、令和５年１２月３１日までの経過措置が設けられたが、今から電子データ保存に必要な
準備を整えておくことが大切である。

関東信越税理士会
飯田支部副支部長

下田　一則

電子帳簿保存法の改正について
●税理士会だより 
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税務署だより

電子取引データ引データ

請求書・領収書・契約書・見積書などに関する電子データを送付・受領した場合
には、その電子データを一定の要件を満たした形で保存することが必要です。
申告所得税・法人税に関して帳簿書類の保存義務がある全ての方にご対応いただ
く必要があります。

紙でやりとりしていた場合に保存が必要な情報が含まれる電子データ
（例）請求書、領収書、契約書、見積書など

※受け取った場合だけでなく、送った場合についても保存が必要です。
※例えば、電子メールの本文・添付ファイルで請求書に相当する情報をやりと
りした場合や、WEB上でおこなった備品等の購入に関する領収書に相当する
情報がサイト上でのみ表示される場合には、それぞれの電子データを保存す
る必要があります（PDFやスクリーンショットによる保存も可）。

保存すべき電子データは？

どのように保存する必要があるのか？
改ざん防止のための措置をとる
「タイムスタンプ付与」や「履歴が残るシステムでの授受・保存」といった方法
以外にも「改ざん防止のための事務処理規程を定めて守る」でも構いません。

「日付・金額・取引先」で検索できるようにする
専用システムを導入していなくても、①索引簿を作成する方法や、②規則的な
ファイル名を設定する方法でも対応が可能です。
※２年（期）前の売上が 1,000万円以下であって、税務調査の際にデータのダ
ウンロードの求め（税務職員への提示等）に対応できる場合には、検索機能
の確保は不要です。

ディスプレイ・プリンタ等を備え付ける

【令和４年１月以降用】

令和５年 12 月 31 日までに行う電子取引については、保存すべき電子データを
プリントアウトして保存し、税務調査等の際に提示・提出できるようにしていれ
ば差し支えありません（事前申請等は不要）。
令和６年１月からは保存要件に従った電子データの保存が必要ですので、そのた
めに必要な準備をお願いします。
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国税庁

改ざん防止のための措置について

以下のいずれかの方法でも、検索機能を確保していることとなります。

検索機能を確保する簡易な方法について

市販のソフトウェア等を使用する方への参考情報

システム費用等をかけずに導入できる“改ざん防止のための事務処理
規程”については、国税庁ＨＰでサンプルを公表しています。
※Word ファイルで公表していますので、ひな形として

ご活用いただけます。

規則的なファイル名を付す方法
データのファイル名に規則性をもって「日付・金額・取
引先」を入力し、特定のフォルダに集約しておくことで、
フォルダの検索機能が活用できるようにする方法です。

表計算ソフト等で索引簿を作成する方法
表計算ソフト等で索引簿を作成しておくことで、表計算
ソフト等の機能を使って検索する方法です。

（例）2021 年 1 月 31 日 ㈱霞商店からの 110,000 円の請求書なら「20210131_110000_㈱霞商店」

連番 日付 金額 取引先 備考
1 20210131 110000 ㈱霞商店 請求書
2 20210210 330000 国税工務店㈱ 注文書
3 20210228 330000 国税工務店㈱ 領収書

49 20211217 220000 ㈱霞商店 請求書
50 20211227 55000 国税工務店㈱ 領収書

〔イメージ〕 

〔イメージ〕 

要件を満たしたソフトウェア等か確認するための認証制度があります。
市販のソフトウェア等で機能要件を満たすと認証を受けた製品には、公益社団
法人日本文書情報マネジメント協会（ＪＩＩＭＡ）の認証マークが付されてい
ます。また、独自開発されるシステムを対象に税務署又は国税局に事前相談窓
口も設けています。

電子帳簿保存法の取扱通達や Q＆A については、国税庁ホームページ【https://www.nta.go.jp】

に掲載されています。詳しくは、 国税庁 電子帳簿保存法 で 検索 

※

（令和３年 12 月改訂）
令和３年 11 月

税務調査の際に、税務職員からデータのダウンロードの求めがあった場合には、上記のデータについ
て提出してください。
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　今回のテーマにつきまして、お読みいただけると誠に幸いです。私なりに、下の図の中
に適宜、注釈を加えさせていただきました。特に「大事なことは→〇〇〇」この箇所は、
実務的な見地から明確な認識が求められるところです。ぜひ、ご注目くださるようお願い
いたします。　
　少子高齢化の進行は目覚ましいものがあります。そのため女性や高齢者を中心とする働
く層の多様化が顕著になってきています。この社会の変化を適切に年金制度に反映することを目的として、
今年の１0月と2024（令和６）年１0月に、段階的に社会保険の適用対象が拡大されます。これまで社会保険の適
用対象とならなかった多くのパートタイマーの方たちがこの改正によって（嫌でも何でも）適用の対象となっ
てくるわけですから、企業とそこに働く多くの従業員の方達双方に大きな影響を及ぼすことは間違いありま
せん。

社会保険労務士

上
うえ

杉
すぎ

信
しの

夫
ぶ

（飯田法人会会員）
明治大学大学院卒

（経営学研究科博士前期課程）

　社会保険に加入するメリットはあるのか？…あります。従業員が国民健康保険に加入している場合や、家
族の健康保険に加入している場合は、将来受け取る年金額が、いわゆる「２階建て」の１階部分だけですが、
新たに社会保険に加入することによって、将来受け取る年金額が上乗せされますし、業務外でケガや病気を
したとか出産で働くことができない期間には所得の保障（傷病手当金、出産手当金）があります。そのほか
にも。
…しかし、そうは言っても、現実に週20時間以上、１カ月₈₈，000円以上の社員を新たに社会保険に加入させ
なくてはならなくなった企業にとっても、社員の方にとっても影響は大きい。社会保険料の双方の負担のこ
ともありますし、「本人が希望しないから加入しない」という対応も出来ません。いずれにしても、ご自分
の会社がどの時点から特定適用事業所になるかをしっかり把握して、出来るだけ早い段階で加入の対象とな
る社員を把握した上で発生する社会保険料負担をシミュレーションしたり、人員配置の見直しをしたりと、
いろいろと準備をしていく必要がありますね。

社労士コラム

ちょっとお耳を
社会保険の適用拡大社会保険の適用拡大社会保険の適用拡大社会保険の適用拡大社会保険の適用拡大社会保険の適用拡大社会保険の適用拡大社会保険の適用拡大社会保険の適用拡大社会保険の適用拡大社会保険の適用拡大社会保険の適用拡大社会保険の適用拡大社会保険の適用拡大社会保険の適用拡大社会保険の適用拡大社会保険の適用拡大社会保険の適用拡大社会保険の適用拡大社会保険の適用拡大社会保険の適用拡大社会保険の適用拡大社会保険の適用拡大社会保険の適用拡大社会保険の適用拡大社会保険の適用拡大

※注　①多くの場合、週30時間以上になります。
　　　②52というのは、1年365日を１週間の７日で割った数値です。
　　　③夜間の学生は昼間働いていますから別ですよ。（夜間の学生は）社会保険に入ります。

従業員数

労働時間

賃　　金

勤務期間

学生除外

特定適用事業所事業規模要件

社
会
保
険
が
適
用
と
な
る
要
件

2016年（H28年）10月～ 2022年（R4年）10月～ 2024年（R6年）10月～

企業規模要件で
大事なことは

人数は今いるフルタイマーの人全員にいわゆる3/4以上の人（注①）を
加えた人数です。それを下回る短時間労働者はカウントしません

労働時間で
大事なことは

毎週きっちり20H以上でなかったら、一年間の全部の労働時間を
52（注②）で割って判断します

賃金で
大事なことは

1カ月88,000円の中には残業代・賞与・通勤手当・家族手当等は含み
ません

勤務期間で
大事なことは

社保に入れなくて良いのは2カ月以内に辞める事が分かっている人
だけです

学生除外で
大事なことは

学生であれば、ＩＴとかで稼いでいる学生も含めて、すべて（注③）
社会保険に入れる必要はありません。

常時500人超

週20時間以上

月88,000円以上

1年以上

常時100人超 常時50人超

2ケ月超

学生は対象外
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　令和 3 年度納税表彰が「税を考える週間」１１月
１2日に飯田税務署で行われました。
　昨年同様、新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め式典は開催されず、表彰状が諸藤飯田税務署長よ
り贈呈されました。

【吉沢賢治氏役員歴】　　
平成15年～22年　　　飯田支部理事
平成17年～18年　　　本会理事・広報委員
平成19年～22年　　　総務委員
平成23年～　　　　　研修委員
平成23年～24年　　　飯田支部監事
平成25年～28年　　　飯田支部理事
平成25年～令和２年　本会会計理事
平成29年～　　　　　研修副委員長
　　　　　　　　　　飯田支部常任理事　
令和３年～　　　　　本会常任理事

　多年にわたる税務行政に協力した功績を称えら
れ、外松秀康氏・吉沢賢治氏のお二人が県税功労者
知事感謝状を受彰され、長野県合同庁舎で１１月１７日、
師岡南信県税事務所飯田事務所長より伝達されまし
た。

【外松秀康氏役員歴】　　
平成１年～８年　青年部幹事
平成９年～12年　青年部副部長
平成11年～16年　本会理事・組織委員、飯田支部理事
平成13年～14年　青年部長
平成17年～18年　広報委員
平成19年～22年　厚生委員
平成23年～25年　総務委員
平成25年～26年　研修委員
平成27年～30年
　　本会常任理事・組織副委員長・飯田支部常任理事
令和１年～２年　副会長・税制委員長
令和３年～　　　本会常任理事・税制委員

ご功績に感謝と敬意を表し、心よりお祝い申し上げます。

総会記念講演会のおしらせ総会記念講演会のおしらせ総会記念講演会のおしらせ
第10回　本会通常総会 第37回　飯田支部総会

開催日：令和４年６月３日（金）
　講演会　13：30 ～
　総　会　15：10 ～
　懇親会　17：00 ～（予定）
　記念講演会
　　講師　シブサワ･アンド･カンパニー㈱代表取締役
　　　　　コモンズ投信㈱会長　  　渋

しぶ
澤
さわ

　健
けん

 氏
　　テーマ『渋沢栄一の「論語と算盤」で
　　　　　　アフター・コロナの未来を拓く』
　　　　　　（一般聴講歓迎　定員80名）
会　場：シルクホテル

開催日：令和４年 5月11日（水）
　講演会　13：30 ～
　総　会　15：10 ～
　懇親会　17：00 ～
　記念講演会
　　講師　杏林大学教授　日本語学者
　　　　　　金

きん
田
だ

一
いち

　秀
ひで

穂
ほ

 氏
　　テーマ「言葉の選び方、付き合い方」
　　　　　　（一般聴講歓迎　定員80名）
会　場：シルクホテル

※新型コロナウイルス感染症拡大状況により様式の変更、開催中止の場合がございます。

飯田税務署長納税表彰
常任理事・研修副委員長・飯田支部常任理事

吉沢　賢治 氏

県税功労者表彰
常任理事・税制委員
飯田支部常任理事

外松　秀康 氏

常任理事・研修副委員長
飯田支部常任理事

吉沢　賢治 氏

吉沢氏（前列右） 吉沢氏（左より２人目）、外松氏（右より２人目）
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　全国の法人会は、公平で健全な税制の実現のため、会員企業の意見を反映するなかで、税のあるべき
姿や将来を見据えて建設的な提言や要望活動を行っています。飯田法人会では、毎年実施している「会
員アンケート調査」結果等を参考に、税制委員会で作成した「税制改正要望」を、理事会の承認を得た
うえで県連へ上げ、県連では税制委員会で、同様に県下各法人会から上げられた要望を検討集約し、長
野県の「要望・提言」として全法連へ持ち上げています。
　全法連では各県連から上げられたこれらの要望を集約し提言書を作成します。この提言書「税制改正
に関する提言」が全法連の全国大会（今年度は１0月に盛岡市で開催）で承認され、この提言書を全法連
では政府や関係省庁等へ持ち上げその実現を求めるとともに、全国の法人会が地域の行政に対し同様に
提言活動を行っています。
　飯田法人会でも、全国の法人会と足並みを揃え、11 ～ 12月にかけてこの提言活動を市町村（支部）
単位で実施し、「令和４年度税制改正に関する提言書」をそれぞれの行政へ提出し要望を行いました。

【提言活動実施自治体】
　□ １１月１１日　阿南町・阿智村・平谷村・根羽村
　□ １１月１₆日　松川町
　□ １１月１₉日　売木村
　□ １１月２₅日　高森町
　□ １２月２日　天龍村
　□ １２月６日　喬木村
　□ １２月１₇日　下条村
　□ １２月２３日　飯田市

各支部で地元市町村に
「令和４年度税制改正に関する提言」活動を実施

Ⅰ．税・財政改革のあり方
・国と地方を合わせた長期債務残高は、昨年度から積み増したコロナ対策費が加わり、約1,200兆円に達した。
我が国は先進国で最速のスピードで少子高齢化が進み、かつ人口が減少するという極めて深刻な構造問題
を抱えている。コロナ禍の克服は難題ではあるが、将来世代に負担を先送りせず、早期に解決の道筋をつ
け、我が国本来の『中福祉・中負担」を目指した税財政改革によって持続可能な社会保障制度の構築と財
政健全化の両立に取り組まなければならない。

・新型コロナの影響が長期化したことにより、国民の社会経済活動は甚大な打撃を受けた。地方を含めた政
府・議会は「まず隗より始めよ」の精神に基づき自ら身を削り、直ちに明確な期限と数値目標を定めて行
政改革を断行するよう強く求める。

・マイナンバー制度は、すでに運用を開始しているが、マイナンバーカードの普及率が低いなど、国民や事
業者が正しく制度を理解しているとは言い難い。政府は制度の意義等の周知に努め、その定着に向け本腰
を入れて取り組んでいく必要がある。

地方自治体用
令和４年度税制改正に関する提言（重点項目・地方関係）

飯田市高田副市長へ提言書を渡す児島会長（右）

要約
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Ⅱ．経済活性化と中小企業対策
　中小企業は我が国企業の大半を占め、地域経済の活性化と雇用の確保などに大きく貢献している。いわば
経済社会の土台ともいえる存在であり、これが立ち行かなくなれば、経済全体にとっても取り返しのつかな
い事態に陥る。政府と自治体は複雑で多岐にわたるコロナ対策の周知・広報を徹底するとともに、申請手続
きの簡便化やスピーディーな給付を行い、中小企業が存続を図れるよう全力で取り組む必要がある。

Ⅲ．地方のあり方
　今般のコロナ禍は国と地方の役割分担の曖昧さや行政組織間の意思疎通不足、病院間の特性に応じた役割
分担がなされていなかったことが浮き彫りとなった。これを機に、緊急時の医療体制を整備する必要がある
が、そのためには国と地方、さらに自治体間の情報共有が不可欠であり、改めて広域行政の必要性を強調し
ておきたい。
　また、地方自身がそれぞれの特色や強みをいかした活性化戦略を構築し、地域の民間の知恵と工夫により、
新たな地場技術やビジネス手法を開発していくことが不可欠である。その際に最も重要なのは、地方が自立・
自助の精神を理念とし、自らの責任で必要な安定財源の確保や行政改革を企画・立案し実行していくことで
ある。

Ⅳ．租税教育の充実
　税は国や地方が国民に供与する公共サービスの対価であり、国民全体で等しく負担する義務がある。また、
税の適正な納付はもちろんのこと、その使途についても厳しく監視することが極めて重要である。しかしな
がら、税の意義や税が果たす役割を必ずしも国民が十分に理解しているとは言えない。学校教育はもとより、
社会全体で租税教育に取り組み、納税意識の向上を図っていく必要がある。

Ⅴ．地方税関係
１．固定資産税の抜本的見直し
　令和 3年の全国の公示価格は、コロナの影響等により 6年ぶりに下落した。こうした事態を受けて令和 3
年度税制改正においては、固定資産税の税額が増加する土地について前年度の課税標準額に据え置く措置が
講じられた。令和 4年度においてもコロナ禍の影響はまだ残るとみられており、令和 3年度改正と同様の措
置が必要である。さらに、都市計画税と合せて評価方法および課税方式を抜本的に見直すべきである。
　また、固定資産税は賦課課税方式であり、納税者自らが申告するものではないことから、制度に対する不
信感も一部見受けられる。地方自治体は、税の信頼性を高めるための努力が必要である。

（１）商業地等の宅地を評価するに当たっては、より収益性を考慮した評価に見直す。
（２）家屋の評価は、経過年数に応じた評価方法に見直す。
（３）償却資産については、納税者の事務負担軽減の観点から、申告対象外となる「少額資産」の範囲を国税

の中小企業の少額減価償却資産（30 万円）にまで拡大するとともに、賦課期日を各法人の事業年度末
とすること。また、諸外国の適用状況等を踏まえ、廃止を含め抜本的に見直すべきである。

（４）固定資産税の免税点については、平成 3年以降改定がなく据え置かれているため、大幅に引き上げる。
（５）国土交通省、総務省、国税庁がそれぞれの目的に応じて土地の評価を行っているが、行政の効率化の観

点から評価体制は一元化すべきである。

２．超過課税
　住民税の超過課税は、個人ではなく主に法人を課税対象としているうえ、長期間にわたって課税を実施し
ている自治体も多い。課税の公平を欠く安易な課税は行うべきでない。

３．法定外目的税
　法定外目的税は、税の公平性・中立性に反することのないよう配慮するとともに、税収確保のために法人
企業に対して安易な課税は行うべきではない。
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第6回「税に関する絵はがきコンクール」優秀作品表彰と展示第6回「税に関する絵はがきコンクール」優秀作品表彰と展示

　当会女性部（長坂京子部長　部員200名）は、第６回の絵はがきコンクールを実施し表彰を行いました。
　昨年に続くコロナ禍の中、小学校のご協力により青年部の出前租税教室は実施できましたが、訪問人数の
自粛から女性部の同行による絵はがきパンフレットの配布や PRが実施できませんでした。今年も飯田税務
署のご協力により７月中には飯田下伊那全小学校６年生へ絵はがきコンクールの応募用紙を送付し応募を依
頼しました。９月末に締め切り、応募数は減ってしまいましたが１５作品の応募がありました。
　１0月20日には飯田税務署、女性部役員、事務局による選定会を開催し、優秀作品３作品が選ばれ、「税を
考える週間」（11/11～17）中、イオンアップルルード店にポスターや作文とともに展示され、税の大切さを
アピールしました。
　優秀作品の皆さんには、税務署長表彰と記念品、賞状・作品ホルダーと図書カードなど贈呈しました。記
念品として応募者全員に法人会キャラクターけんたくんグッズと税についての下敷き・税のマンガ小冊子を
各学校宛てに送付しました。
　今年度は東京オリンピック開催が反映された作品もあり、様々な場面で税金が生かされていることを生徒
の皆さんが考え、はがきに描いてくださったと思われます。ご家族や学校の

ご指導・ご理解にも感謝申し上げます。
　また、応募全作品は今年度も、税務署
の協力をいただき、確定申告の時期に合
わせて申告会場への展示を予定していま
す。

飯田税務署長賞
上郷小　平野　愛さん

飯田法人会長賞
上郷小　筒井　陽さん

天龍支部長賞
天龍小　遠山蔵之助さん

選定会議 イオン店舗での展示
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　税務官庁及び税務推進関連団体で組織する「飯田市租
税教育推進協議会」の定期総会が、１１月１７日飯田市役所
に於いて開催されました。

　当協議会は、私たちの暮らしを支えている税に関して、知識や意義・役割を正しく知って貰うきっかけと
して、小中高校生を対象に、税に関するポスターや作文の募集を毎年行っています。
　１１月１７日、定期総会に引き続いて上記募集作品の中から選ばれた優秀作品について、税務署長賞・飯田市
長賞をはじめ、各団体長から表彰を行いました。
　飯田法人会は、同協議会が募集する「ポスターの部」と法人会が募集した「絵はがきコンクールの部」で、
会長賞（表彰状と記念品）を授与しました。
　この租税教育推進協議会は、郡下の各町村にも組織されておりこの時期、同様に総会と募集した税に関す
る優秀作品の表彰式が行なわれました。

飯田法人会飯田支部長賞
浜井場小６年　鎌倉万悠子さん

【ポスター】
租推協名 賞　　　　名 学校名 学年 氏名
飯田市 一般社団法人飯田法人会飯田支部長賞 浜井場小学校 ６年 鎌倉万悠子
松川町 一般社団法人飯田法人会松川支部長賞 松川中央小学校 ６年 松山　由奈
高森町 一般社団法人飯田法人会高森支部長賞 高森南小学校 ６年 田桐　碧生
豊丘村 一般社団法人飯田法人会豊丘支部長賞 豊丘北小学校 ６年 松村　悠未
喬木村 一般社団法人飯田法人会喬木支部長賞 喬木第二小学校 ４年 塚平　　葵
下條村 一般社団法人飯田法人会下條支部長賞 下條小学校 ６年 朝山あすか
阿南町 一般社団法人飯田法人会阿南売木支部長賞 和合小学校 ５年 大羽　希実
売木村 一般社団法人飯田法人会阿南売木支部長賞 売木小学校 ６年 藏本　梨里

【絵はがき】
租推協名 賞　　　名 学校名 学年 氏名
飯田市 飯田税務署長賞 上郷小学校 ６年 平野　　愛
飯田市 一般社団法人飯田法人会会長賞 上郷小学校 ６年 筒井　　陽
天龍村 一般社団法人飯田法人会天龍支部長賞 天龍小学校 ６年 遠山蔵之助

市　町　村
租 税 教 育
推進協議会

=税に関する=

（法人会関係）
ポスター・絵はがき優秀作品表彰・受賞者名簿
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支部だより
下條支部天龍支部

松川支部

初めてのZOOM研修会とボッチャに挑戦！税務研修会と親睦事業の開催報告

「インボイス導入と、改正電子帳簿保存法」研修会開催

年末調整研修会開催

　下條支部では１１月５日に
「スポーツ交流会と第２回
研修会」を行いました。
　スポーツ交流会では東京
パラリンピックで知った
ボッチャに初挑戦。テレビ
では見ていたもののいざ
やってみると思うようにボールが転がらず、スポーツの
得手不得手・老若男女関係なく盛り上がり和気あいあい
と楽しく交流ができました。
　研修会ではZOOMでの研修にも初挑戦！WEBだから
こそできる遠方の神奈川県在住FPの塚越菜々子先生を
お願いして、会場の参加者、ZOOM参加者と共に受講
しました。事前にアンケートを取りそれに沿って年金・
老後・保険の事を中心にお話いただいたので、皆さんの
日ごろの疑問が解決される良い機会となったと思いま
す。どこでも誰でも受けられる便利さも相まって、通常
の会場での研修では参加できない方や従業員さんにもご
参加いただけてとても良かったです。
　これを機に支部会議や各企業でもZOOM等による
WEB会議をする機会が増えるのではないかと期待して

おります。初めて尽くし
でしたが会員の皆様にご
協力いただき有意義な支
部研修会ができたことに
感謝いたします。

下條支部事務局　齋藤貴子

　天龍支部では、視察研修・税務
研修会と親睦事業を実施していま
す。今年度は税務研修会を実施し
ました。内容はインボイス制度に
ついて事務局より説明させていた
だきました。事務局職員が説明し

たことで、経費の節約と事務局職員の勉強になりました。せっ
かく参加してもらうのに、事務局の説明だけではガッカリさ
せてしまうと思い、引き続き大同生命保険株式会社飯田営業
所の岩根所長に、健康経営についてと法人会と大同生命保険
株式会社の 50 年の歩みについて講話いただきました。税務
研修会で疲れた後はお楽しみの親睦会です。児島飯田法人会
長には研修会から引き続きご参加いただきました。
　天龍支部では、毎年豪華絢爛松茸フルコースが振舞われま
す。会費も豪華でありますが…。風の噂では、法人会長も天
龍支部の親睦会を毎年楽しみにしているとお聞きしていま
す。もし噂通りでしたら幸いです。
　参加者は情報交換をしながら、松茸のフルコースに舌鼓を
うっておられました。美味しいものを食べると自然と笑顔が
溢れますよね。とても充実した時間を過ごせました。	

天龍支部事務局　宮本浩幸

　松川支部では「インボイス導入と、改正電子帳簿保存法」
についての研修会を１2月２日３日の両日行いました。
　インボイス制度では、令和５年１0月１日以降に消費税課税
事業者が仕入税額控除の適用を受けるには、登録事業者から
交付されたインボイスを保存する必要があり、インボイスを
発行するためには、登録申請をして、Ｔから始まる登録番号
を交付してもらう事になります。免税事業者は登録事業者に
なれないので、登録事業者になるべきか否かの判断が必要に
なります。課税事業者は取引相手がインボイス登録事業者か
そうでないかによって税額が変わります。
　改正電子帳簿保存法とは、会計ソフトで作成した帳簿等を
プリントアウトせず、電子データのまま保存したり、受け取っ
た請求、領収、見積書等をスマホなどで撮影して電子データ
で保存することですが、令和４年１月１日から施行が２年延
期されました。令和５年12月31日までは書面保存の措置があ
りますが、準備は始める必要があると思います。２年間の猶
予を設ける話も出ているようですが、すぐに準備を始める必

要があると思いました。
　今回の研修は、全ての事業者
が直面する喫緊の課題について
の研修でしたので出席者が多
く、皆さん熱心にメモを取りな
がらご清聴いただきました。

松川支部事務局　知久雪美

　法人会アンケートで、多数の継続希望があった「年末
調整説明会」を11月10日（水）エスバード（ホール）で開
催しました。
　午前は会場のみ、午後は会場とZOOM使用（ハイブ
リッド方式）で行われました。
　会場は午前・午後とも当初の定員以上の申し込みを頂
き、感染予防対策を行ったうえで計１７３名が受講され、
オンラインには７５名の参加がありました。
　講師に、関東信越税理士会派遣税理士　森本幸登税理
士をお願いし、ポイントを絞った、実務的でわかりやす
い言葉での説明が大変好評でした。
　オンライン参加者からも資料と画面を使いこちらの方
が分かりやすかった。移動がなくて便利と感想が寄せら

れています。
　今後もハイブリッド方
式での研修会を開催予定
です。
　ぜひ多くの皆様のご参
加お待ちしております。
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 雇用調整助成金は、通常、１年の期間（＝対象期間）内に実施し
た休業等について受給することができます。

 新型コロナウイルス感染症の影響により事業活動の縮小を余儀な
くされた事業主は、新型コロナウイルス感染症にかかる雇用調整
助成金の特例措置の延長に伴い、１年を超えて引き続き受給する
ことができます。

 今般、対象期間の延長を行ったことから、雇用調整の初日が令和
２年１月 日から同３年３月 日までの間に属する場合は、 年
を超えて引き続き受給できるようになります。

雇用調整助成金の支給を受けている事業主の方へ

「対象期間」の延長のお知らせ

《変更前》令和３年 月 日まで
《変更後》令和４年 月 日まで

変更前

雇用調整の初日がこの
期間に属する場合

令和 年 月 日まで
年を超えて引き続き
受給できる

雇用調整の初日がこの
期間に属する場合

令和 年 月 日まで
年を超えて引き続き
受給できる

厚生労働省・都道府県労働局・ハローワーク LL031221企02

厚生労働省
ご不明な点は、下記のコールセンターまでお問い合わせ下さい。お問合せ先

雇用調整助成金、産業雇用安定助成金、小学校休業等対応助成金・支援金コールセンター
受付時間 ： ～ ： 土日・祝日含む

変更後

１年を超えて引き続き受給できる期間
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～正直、他に頼る人がいなく、渡邉さんがいなかっ
たらお店が回っていなかった。感謝の気持ちで
いっぱいです。～　奥さまの言葉より

　去る令和 3年１１月16日に今宮半平に於いて青年部
主催による健康経営セミナーを開催しました。当日
は50名の方のご参加により、今後、我々企業が取り
組まなければならない課題である健康経営の概要を
学びました。また、「コロナから生還した男　～そ
の時、	酒屋で何が起こったのか？」と題し、木下裕
介元青年部長の体験談をお話しいただきながら、奥
さまや従業員さんの支えとなり、影で経営を支えた
今宮半平　五代目店主　渡邉武彦さんがサポートし
てきたことを教えていただきました。
　健康経営とは、従業員の健康管理を経営的な視点
で考え、戦略的に長期の視点で実践することです。
国策として経済産業省が旗振りをしており、全国法
人会青年部でも今後取り組んでいく課題として着目
しています。企業側のメリットとしては、従業員モ
チベーションの向上や離職率・欠勤率の低下、企業
内雰囲気の向上があります。従業員のメリットとし
ては、自己健康管理能力や健康意識の向上、欠勤・
退職リスクの減少、会社への満足度の向上や帰属意
識の向上があります。いずれも企業経営の一環とし
て取り組まなければならない重要課題であると感じ
るとともに、早期の取り組みにより安定した経営基
盤をつくる源であると感じました。

　木下さんや渡邉さんのお話からは、コロナ感染に
至る経緯や感染直後の状況、保健所からの指示によ
る営業停止、渡邉さんのアドバイスによる取引先へ
の連絡・店舗への貼り紙など、緊急に直面した課題
への迅速な対応を赤裸々に教えていただくことがで
きました。「みんなのことは俺がやってやるので気
にするな！」と渡邉さんがおっしゃった力強い言葉
に信頼と安心が持てたという従業員さんの感想や、

青年部健康経営研修会報告

「取引先や従業員が言葉で伝えるのは難しいだろう」
と文書の作成、また従業員に幾度も声かけをしてい
たという奥さまの感謝の言葉も聞くことができまし
た。
　大同生命保険　飯田営業所　岩根所長さん　と　
アクサ生命保険　健康経営エキスパートアドバイ
ザー　高野さんによる「健康経営サポートプログラ
ム」のプレゼンテーションを行っていただきました。
大同生命保険さんの強みとしては、各企業で年次
行っている健康診断結果を送付するだけで、従業員
の健康データを一元管理できるということが上げら
れます。
　アクサ生命保険さんの強みとしては、健康経営ア
ドバイザーが企業に寄り添ってしっかりサポート、
健康経営優良法人の認定取得サポート実績は2000
社以上という安心感があります。
　今回初めて 2社が一堂に会してご説明いただきま
したが、飯田地域の健康経営をリードする重要な 2
社であることは間違いありません。各企業様にお
かれましては、両社のサポートの上、各企業に落と
し込んでご活用いただき、今後、健康経営優良法人
認定に向け取り組みいただけたら幸いです。2社の
皆様にはこの紙面を通じてご協力に感謝申し上げま
す。
　懇親会の席では、児島会長はじめ歴代の青年部
OBの方々、生命保険会社の皆様にもご参加いただ
き青年部の懇親を深めることができました。改めて、
この地域の経済を支えてくださる企業の社長様が多
数ご臨席いただきましたことに深く感謝申し上げま
すと共に、渡邉先輩、木下先輩のご人脈お人柄に敬
意を申し上げます。
　最後になりますが、「健康経営」は企業の礎です。
飯田下伊那にお住まいの皆様とともに今以上に健康
に留意し、地域を盛り上げていきましょう。

パネリストの渡邉氏と木下氏

鈴木部長
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要チェック

決算法人説明会
日時：３月₁₈日（金）
14：00～15：30

会　場：南信州・飯田産業センター　エス・バード
　　　　（旧飯田工業高校　座光寺）

対　象：４・５・６月決算法人

講　師：飯田税務署担当係官

内　容：「消費税のインボイス登録申請について」
　　　　「決算と申告の注意事項」　  
　　　　「調査指導から見た注意点」

☆受講には事前申し込みが必要です。会員には受講
証シール（オレンジ）をお渡しします。

☆会場は３密を避けるなどコロナ対策をし、開催し
ますが、感染状況により中止となる場合がござい
ますのでご承知おきください。

―　新春経済講演会　―
『逆境に負けない新しいビジネスモデルに学ぶ

～after コロナの時代向けて～』
講　師：株式会社minitts代表取締役

中
なか

村
むら

　朱
あけ

美
み

　氏
開催日：２月₁₀日（木）
時　間：13：30～15：00
会　場：シルクプラザ（飯田市育良町）
定　員：150名
※詳細と申込は同封ご案内ちらし参照

優良経理担当者表彰の推薦
10年以上勤務の経理担当者を表彰し労う制度です。企業
負担は3,000円で表彰状授与と記念品の贈呈をします。
申込み期限：４月₁₅日（金）
※詳細と申込は同封のご案内参照

　今年も新型コロナ感染の収束が見えない中、厚生委員会（篠田親治委員長）
では慎重な協議の結果、昨年同様、感染防止を講じ、募集人数の制限、表彰
式を行わずハーフスコアによる順位賞決定の開催を決めました。
　10月15日、秋晴れの下、あららぎカントリークラブにて75名の参加をいた
だきました。
　法人会保険受託会社大同生命、アフラック、AIG 損保、あららぎカントリー各社さまから協賛・賞品ご提
供をいただき、18ホールプレー終了の順に留まることなくスムーズな運営・開催ができ、皆様にはご理解とご
協力に感謝申し上げます。コロナに負けない健康づくりと親睦の一助となれば幸いです。
　今年度はアウトコース・インコースの同時スタートにより２組の順位賞となりました。

第22回 会員親睦ゴルフコンペ
～今年もコロナに負けない！ハーフスコアで勝負！～

【結果】（新ペリア方式ハーフ競技対象・敬称略）
〔アウトコース〕
・優　　勝…佐久間秀樹（NET３₄．₆）＝㈱ダイマル
・準 優 勝…桐山　国明（ ３₄．₈）＝松川光学㈲
・３　　位…藤本　和明（ ３５．2）＝㈱ヨシカズ
・ベスグロ…石田　　誠（GROSS３₈）＝㈱石田電気工事

〔インコース〕
・優　　勝…江本　昌東（NET３₄．0）＝共和観光㈱
・準 優 勝…富岡　秀典（ ３５．₄）＝信南サービス㈱
・３　　位…久保田幸宏（ ３₆．₄）＝㈱ JAサービス
・ベスグロ…江取　研二（GROSS38）＝信州建装㈱

ア
ウ
ト
コ
ー
ス
優
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中
央
）
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　新年あけましておめでとうございます。
　2022 年まだまだ「新型コロナウイルス感染」の影響で生活様式や仕事形式、飲食スタイルな
どが大きく変化すると思われます。リモート形式の会議や、飲み会などもありましたが、やはり
FACE	to	FACE、人と人の繋がりが重要な物になってくると思われます。
　そんな中でも私の業務が関係するお酒に係る業界も感染症の観点より、「お酒」が『悪』扱いに
され販売事業者や生産者が売上を大きく落とし、原料を農産物より調達する関係で農家の皆様へ
の影響も少なからずありました。
　しかし日本人の勤勉で真面目の一面である新型コロナウイルスのワクチン接種も２回目接種が
全人口の 80％近くに迫る（12/20 時点）中で平時に戻りつつあります。
　ここ数年は、酒類販売業界を取り巻く多くの方が大きく変化しており、明るい未来像を描けず
踠
もが

いています。今年こそは皆が未来を悲観せずに少しでも前進できる日が続きますように願って
おります。
　また法人会会員の皆様方が笑顔溢れる一年になりますようにご祈念し編集後記とさせていただ
きたいと思います。

広報副委員長
木下裕介

鼎小学校６年　赤羽　塁さん 下久堅小学校６年　岡島稜介さん 松尾小学校６年　平栗もえさん
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